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市では目の不自由な人のために音訳版広報を発行しています。詳しくは秘書課までご連絡ください。

周 年

～人々から選ばれるまちを目指して～

誕生から10年を迎えた那須塩原市

写真：次代を担う小学生が雪のキャンバスに記念の文字を描く
　　　（協力：共英小学校全校児童の皆さん）

祝
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本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
将
来
を
見

据
え
た
迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、
昨

年
3
月
に
「
定
住
促
進
計
画
」
を
い
ち

早
く
策
定
し
、「
人
々
か
ら
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
職
員

と
一
丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
長
就
任
4
年
目
と
な
り
ま
す
平
成

27
年
度
は
、
引
き
続
き
放
射
能
対
策
な

ど
公
約
に
掲
げ
た
事
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、「
未
来
へ
の
投
資
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
子
育
て
環
境
の
充
実
や
特

色
あ
る
教
育
の
推
進
、
雇
用
の
創
出
、

交
流
の
場
の
提
供
、
快
適
な
生
活
へ
の

支
援
な
ど
、
定
住
促
進
の
た
め
の
重
点

事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
、
住
み
よ
さ

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
保
育
園
や
認

定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め

新
規
事
業
と
し
て
子
育
て
応
援
券
の
交

付
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

は
県
内
初
と
な
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
の
全
小
・
中
学
校
へ
の
常
駐

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

那
須
塩
原
市
は
平
成
17
年
1
月
1
日

に
誕
生
し
、
こ
の
1
月
1
日
で
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
節
目
に
あ
た
り
、

1
月
か
ら
来
年
3
月
に
か
け
て
市
の
魅

力
を
内
外
に
発
信
し
、
地
域
の
賑
わ
い

と
さ
ら
な
る
郷
土
愛
を
育
む
た
め
、
市

民
の
皆
様
と
心
を
一
つ
に
で
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
人
口
減
少
問
題
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。有
識
者
ら
で
つ
く
る「
日

本
創
成
会
議
」
が
「
自
治
体
の
半
数
が

将
来
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の

衝
撃
的
な
試
算
を
公
表
し
た
5
月
以
降

注
目
度
が
高
ま
り
、
政
府
は
「
地
方
創

生
」
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を

行
う
方
針
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
や
す
べ
て
の
自
治
体
が
危
機
感
を

持
ち
、
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
都
市

間
競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
の
方
策
を

練
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

～
市
誕
生
10
周
年
を
迎
え
て
～
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そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
定
住
促
進
施
策

を
強
力
に
推
し
進
め
る
た
め
、
4
月
か

ら
組
織
体
制
を
改
編
し
、「
子
ど
も
未

来
部
」
の
新
設
な
ど
に
よ
り
重
点
的
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
避
け
て
通
れ
な
い
状
況

の
中
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

こ
と
の
な
い
よ
う
、
全
力
で
定
住
促
進

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ

た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

那
須
塩
原
市
長　
　
　
　

阿
久
津
憲
二

写真 : 市内を潤す那須疏水の水源「那珂川」

配
置
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
小
・

中
学
校
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
等
）
の
導
入
を
進
め
、
21
世
紀

型
学
力
の
育
成
を
目
指
す
特
色
あ
る
教

育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
雇
用
の
創
出
等
地
域
産
業
の

活
性
化
に
お
き
ま
し
て
は
、
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
重
点
事
業
で
も
あ
り

ま
す
農
観
商
工
連
携
推
進
事
業
、
企
業

立
地
支
援
事
業
の
ほ
か
、
市
誕
生
10
周

年
を
記
念
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、

観
光
振
興
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
等
に
よ
り
、
首
都
圏
で
の
「
那
須
塩

原
」
の
認
知
度
の
向
上
と
誘
客
活
動
を

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
外
の
人
々
が
集
う
交

流
拠
点
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
賑
わ
い
が
あ
り
、
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
黒
磯
駅
周
辺
地
区

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
を
実
施
し
、

新
た
に
那
須
塩
原
駅
周
辺
地
区
に
お
い

て
も
事
業
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
始
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
強

化
す
る
た
め
、
小
・
中
学
校
耐
震
改
修

事
業
の
完
了
を
予
定
す
る
と
と
も
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
計
画
的
に
対
応

す
る
た
め
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
事
業
を
新
規
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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Nasushiobara City 10th Anniversary

　　　那須塩原市
10年のあゆみ

　　

1
月

2
月

3
月

4
月

6
月

7
月

9
月

10
月

11
月

3
月

5
月

8
月

10
月

11
月

　平成 17 年 1 月 1 日に那須塩原市が誕生して、10 年の節目を迎えました。
　ここでは、10 年の歴史を写真とともに振り返ります。

　　
・「
那
須
塩
原
市
」
誕
生

・
市
役
所
開
庁
式

・
合
併
記
念
「
第
54
期
王
将
戦
」
を

　

開
催

・
那
須
塩
原
市
長
選
挙

・
栗
川
市
長
が
初
登
庁

・
合
併
記
念
式
典
を
挙
行

・
上
塩
原
小
学
校
が
閉
校

・
越
堀
と
鍋
掛
を
結
ぶ
あ
じ
さ
い
橋

　

が
開
通

・
田
舎
ラ
ン
ド
鴫
内
オ
ー
プ
ン

・
那
須
塩
原
市
議
会
議
員
選
挙

・
那
須
塩
原
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

　

業
が
完
了

・
塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

　

ー
ル
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

・
市
誕
生
記
念
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

　

公
開
生
放
送

・
那
須
野
が
原
博
物
館
で
新
市
記
念

　

展
を
開
催

・
埼
玉
県
新
座
市
と
姉
妹
都
市
の
盟

　

約
締
結

・
市
の
木
「
ま
つ
」、
市
の
花
「
や
し

　

お
つ
つ
じ
」
制
定

・
合
併
1
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

・
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
、
富
山
県

　

滑
な
め
り
か
わ川

市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
締
結

・
堆
肥
セ
ン
タ
ー
稼
動

・
塩
原
温
泉
湯
っ
歩
の
里
オ
ー
プ
ン

・
塩
原
温
泉
開
湯
１
２
０
０
年
記
念

　

祭
・
那
須
ナ
ン
バ
ー
導
入

・
西
那
須
野
公
民
館
落
成

・
東
那
須
野
公
民
館
落
成

自然にも人にもやさしい
ふるさと那須塩原

写真：県北の玄関口としてさらなる発展が期待される那須塩原駅周辺
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平成17年
2005

　　

1
月

2
月

3
月

4
月

6
月

7
月

9
月

10
月

11
月

3
月

5
月

8
月

10
月

11
月

　
平
成
17
年

　
平
成
18
年

平成18年
2006

　　
・「
那
須
塩
原
市
」
誕
生

・
市
役
所
開
庁
式

・
合
併
記
念
「
第
54
期
王
将
戦
」
を

　

開
催

・
那
須
塩
原
市
長
選
挙

・
栗
川
市
長
が
初
登
庁

・
合
併
記
念
式
典
を
挙
行

・
上
塩
原
小
学
校
が
閉
校

・
越
堀
と
鍋
掛
を
結
ぶ
あ
じ
さ
い
橋

　

が
開
通

・
田
舎
ラ
ン
ド
鴫
内
オ
ー
プ
ン

・
那
須
塩
原
市
議
会
議
員
選
挙

・
那
須
塩
原
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

　

業
が
完
了

・
塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

　

ー
ル
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

・
市
誕
生
記
念
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

　

公
開
生
放
送

・
那
須
野
が
原
博
物
館
で
新
市
記
念

　

展
を
開
催

・
埼
玉
県
新
座
市
と
姉
妹
都
市
の
盟

　

約
締
結

・
市
の
木
「
ま
つ
」、
市
の
花
「
や
し

　

お
つ
つ
じ
」
制
定

・
合
併
1
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

・
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
、
富
山
県

　

滑
な
め
り
か
わ川

市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
締
結

・
堆
肥
セ
ン
タ
ー
稼
動

・
塩
原
温
泉
湯
っ
歩
の
里
オ
ー
プ
ン

・
塩
原
温
泉
開
湯
１
２
０
０
年
記
念

　

祭
・
那
須
ナ
ン
バ
ー
導
入

・
西
那
須
野
公
民
館
落
成

・
東
那
須
野
公
民
館
落
成

旧
黒
磯
市
・
旧
西
那
須
野
町
・

旧
塩
原
町
が
合
併
し
、
人
口
県

第
5
位
の
都
市
が
誕
生

塩
原
温
泉
開
湯
１
２
０
０
年

に
新
名
所
「
塩
原
温
泉
湯
っ

歩
の
里
」
が
オ
ー
プ
ン

塩原温泉開湯
1200 年記念
祭。塩原温泉
街が祭り一色
に染まりまし
た

ご当地「那須ナンバー」がデビュー

1月 4日、市役所・各支所で開庁式が行われました栗川仁氏が初代市長に就任

上塩原小学校閉校式

新市誕生を記念し、華々しく
開催された合併記念式典新座市と姉妹都市の盟約締結子どもたちが集う田舎ランド鴫内

合併1周年記念式典と2
市との姉妹都市提携調
印式を3月24日に開催

日本最大級の→
足湯「塩原温泉
湯っ歩の里」が
オープン

家畜の排せつ物を受け入
れる堆肥センターの様子

那須野が原博物館の新市記念展。
「那須塩原・風景の記憶～刻まれ
た人と自然の姿～」をテーマに、
本市の歴史的資料や美術品などを
展示しました
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平成19年
2007

　　

1
月

3
月

4
月

9
月

10
月

11
月

2
月

3
月

4
月

5
月

7
月

8
月

10
月

12
月 　

平
成
19
年

　
平
成
20
年

平成20年
2008

　　　
・
塩
原
温
泉
湯
っ
歩
の
里
来
場
者
10

　
万
人
突
破

・
第
1
次
市
総
合
計
画
を
策
定

・
塩
原
新
庁
舎
が
開
所

・
公
募
に
よ
り
市
の
木
・
花
の
デ
ザ

　

イ
ン
が
決
定

・
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
那
須

　

塩
原
を
開
催

・
地
域
バ
ス
「
ゆ
ー
バ
ス
」
運
行
開

　

始
・
も
み
じ
谷
大
吊
橋
来
場
者
４
０
０

　

万
人
突
破

・
黒
磯
文
化
会
館
開
館
25
周
年
記
念

　

事
業
「
Ｂ
Ｓ
ふ
る
さ
と
皆
様
劇
場
」

　

公
開
録
画

・
車
座
談
議
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

　

ウ
ム

・
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
西
那

　

須
野
事
業
所
開
所

・   

那
須
地
方
を
舞
台
に
し
た
映
画「
那

　

須
少
年
記
」
完
成
披
露
試
写
会

・
全
国
産
廃
問
題
市
町
村
連
絡
会
総

　

会
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・「
那
須
ガ
ー
デ
ン
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」

　

オ
ー
プ
ン

・
本
市
出
身
の
渋
井
陽
子
さ
ん
が
北

　

京
五
輪
女
子
1
万
ｍ
に
出
場

・
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
自
立
支
援

　

を
行
う
「
宿
泊
体
験
館
メ
ー
プ
ル
」

　

開
所

・
西
那
須
野
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

落
成

　　

2
月

3
月

4
月

6
月

7
月

9
月

10
月

12
月

2
月

3
月

4
月

7
月

10
月

11
月

　　
・
那
須
塩
原
市
長
選
挙

・
栗
川
市
長
2
期
目
が
ス
タ
ー
ト

・
国
道
４
０
０
号
大
田
原
西
那
須
野

　

バ
イ
パ
ス
開
通

・
黒
磯
板
室
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開

　

通
・
那
須
塩
原
市
議
会
議
員
選
挙

・
外
国
人
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

・
都
市
計
画
道
路
3
・
3
・
2
号
黒

　

磯
那
須
北
線
開
通

・
那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
竣

　

工
・
そ
す
い
ス
ク
エ
ア
Ａア

ク

ア

ス

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｓ
が

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

・
栃
木
県
・
那
須
塩
原
市
総
合
防
災

　

訓
練

・
市
道
旧
新
湯
線
開
通

・
国
道
４
０
０
号
下
塩
原
第
1
ト
ン

　

ネ
ル
貫
通
式

・
那
須
塩
原
警
察
署
が
新
庁
舎
に
移

　

転
・
都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
2
号
中

　

央
通
り
供
用
開
始

・
旧
黒
磯
・
旧
塩
原
商
工
会
が
合
併

　

し
、
那
須
塩
原
市
商
工
会
が
誕
生

・
開
拓
１
３
０
年
記
念
の
開
こ
ん
記

　

念
祭
を
開
催

・
那
珂
川
河
畔
運
動
公
園
プ
ー
ル
リ

　

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

・
合
併
5
周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　

歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

・
合
併
5
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

・
産
業
振
興
大
会
で
那
須
塩
原
ブ
ラ

　

ン
ド
を
認
定

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

地
域
バ
ス
「
ゆ
ー
バ
ス
」
が
運

行
開
始

全
国
初
の
公
共
不
登
校
対
策

施
設
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
な
ど
の
新
施
設
が

オ
ー
プ
ン

現在も市民の皆さんに親しまれる「ゆーバ
ス」。那須塩原駅前から出発しました

市の花「やしおつつじ」市の木「まつ」

太陽光発電パネルを備えた塩原新庁舎が完成

市内の 3組の夫婦も出演した BSふるさと皆様劇場

もみじ谷大吊橋来
場者４００万人達
成記念イベント

渋井陽子さんを激励。オリン
ピックで日の丸を背負い走る
姿に感動をもらいました

西那須野地区の全→
小・中学校においし
くて栄養満点の給食
を届ける西那須野学
校給食共同調理場

←さまざまな体験
活動を通して、児
童・生徒の「生活
習慣の改善」、「自
立心の育成」など
を図る宿泊体験館
メープルが開所

那須ガーデンアウトレットが
オープン。現在も多くの観光
客が訪れています

産業廃棄物処理施設が集中している
現状や本市の取り組みを全国へ向け
て発信しました

市シルバー人材センターに登録され
ている高齢者が、現在も積極的に活
動を続けています
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那珂川河畔公園プール
がリニューアルオープ
ン。幼児用プールもあ
り、夏場は家族連れで
にぎわいます

　　

1
月

3
月

4
月

9
月

10
月

11
月

2
月

3
月

4
月

5
月

7
月

8
月

10
月

12
月

平成21年
2009

　　

2
月

3
月

4
月

6
月

7
月

9
月

10
月

12
月

2
月

3
月

4
月

7
月

10
月

11
月 　

平
成
21
年

　
平
成
22
年

平成22年
2010

　　
・
那
須
塩
原
市
長
選
挙

・
栗
川
市
長
2
期
目
が
ス
タ
ー
ト

・
国
道
４
０
０
号
大
田
原
西
那
須
野

　

バ
イ
パ
ス
開
通

・
黒
磯
板
室
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開

　

通
・
那
須
塩
原
市
議
会
議
員
選
挙

・
外
国
人
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

・
都
市
計
画
道
路
3
・
3
・
2
号
黒

　

磯
那
須
北
線
開
通

・
那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
竣

　

工
・
そ
す
い
ス
ク
エ
ア
Ａア

ク

ア

ス

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｓ
が

　

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

・
栃
木
県
・
那
須
塩
原
市
総
合
防
災

　

訓
練

・
市
道
旧
新
湯
線
開
通

・
国
道
４
０
０
号
下
塩
原
第
1
ト
ン

　

ネ
ル
貫
通
式

・
那
須
塩
原
警
察
署
が
新
庁
舎
に
移

　

転
・
都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
2
号
中

　

央
通
り
供
用
開
始

・
旧
黒
磯
・
旧
塩
原
商
工
会
が
合
併

　

し
、
那
須
塩
原
市
商
工
会
が
誕
生

・
開
拓
１
３
０
年
記
念
の
開
こ
ん
記

　

念
祭
を
開
催

・
那
珂
川
河
畔
運
動
公
園
プ
ー
ル
リ

　

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

・
合
併
5
周
年
記
念
事
業
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　

歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

・
合
併
5
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

・
産
業
振
興
大
会
で
那
須
塩
原
ブ
ラ

　

ン
ド
を
認
定

合
併
5
周
年
記
念
式
典
で
、

県
北
の
拠
点
都
市
と
し
て
さ

ら
な
る
発
展
を
誓
う

黒
磯
板
室
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

な
ど
が
開
通
し
、
市
へ
の
交
通

ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上

黒磯板室インターチェンジ、国道 400号大田原西那須野バイパス、都市計画
道路 3・3・2号黒磯那須北線などが開通。道路整備が進んだ 1年になりました

西那須野地
区の中心市
街地活性化
を目的に整
備された「そ
すいスクエ
アＡＱＵＡ
Ｓ」

大規模な地
震を想定し、
那珂川河畔
運動公園で
県と市の共
催による総
合防災訓練
を実施

那須塩原クリーンセンターでは、缶、
びん、ペットボトルなどを資源として
回収し、ごみの減量化を図っています

8団体 112 人の合唱によるアトラクションで幕開けした合併 5周年記念式典。
功労者表彰や元NHKアナウンサー堀尾正明さんの講演も行われました

東那須野地区の新庁舎に移転した那須
塩原警察署

産業振興大会で、那須
塩原ブランドに 9 品
目を初認定。現在は、
14品目に増えました
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平成23年
2011

　　

2
月

3
月

5
月

6
月

8
月

9
月

11
月

12
月

1
月

4
月

6
月

8
月

10
月 　

平
成
23
年

　
平
成
24
年

平成24年
2012

　　　
・
西
那
須
野
中
学
校
体
育
館
落
成

・
三
島
中
学
校
新
管
理
棟
・
体
育
館

　

落
成

・
東
日
本
大
震
災
が
発
生
（
本
市
で

　

震
度
6
弱
を
記
録
）

・
塩
原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
来

　

館
者
１
０
０
万
人
突
破

・
青
木
サ
ッ
カ
ー
場
オ
ー
プ
ン

・
放
射
能
対
策
本
部
を
設
置

・
全
国
中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

大
会
で
西
那
須
野
中
学
校
が
優
勝

　

県
勢
初
の
快
挙

・
市
道
金
沢
高
阿
津
線
開
通

・
国
道
４
０
０
号
下
塩
原
バ
イ
パ
ス

　

が
ま
石
ト
ン
ネ
ル
開
通

・
国
道
４
０
０
号
中
塩
原
バ
イ
パ
ス

　

開
通

・
ス
ポ
レ
ク
エ
コ
と
ち
ぎ
２
０
１
１

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

・
栗
川
市
長
が
急
逝

・
も
み
じ
谷
大
吊
橋
来
場
者
５
０
０

　

万
人
突
破

・
那
須
塩
原
市
長
選
挙

・
阿
久
津
市
長
が
初
登
庁

・
市
除
染
実
施
計
画
を
策
定

・
東
北
新
幹
線
・
那
須
塩
原
駅
開
業

　

30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

・
那
須
野
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
が
3

　

年
ぶ
り
に
開
催

・
市
除
染
セ
ン
タ
ー
開
設

・
那
須
塩
原
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

　

を
開
催
（
翌
年
「
み
る
マ
ン
ジ
ェ
」

　

と
し
て
販
売
開
始
）

・
都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
1
号
本

　

郷
通
り
開
通

　　

3
月

4
月

5
月

7
月

9
月

10
月

12
月

3
月

4
月

7
月

10
月

11
月

12
月

　　
・
稲
村
公
民
館
落
成

・
那
須
塩
原
市
議
会
議
員
選
挙

・
板
室
健
康
の
ゆ
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー

　

ン
来
場
者
２
０
０
万
人
突
破

・
黒
磯
文
化
会
館
来
場
者
２
０
０
万

　

人
突
破

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
証
明

　

書
取
得
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

・
板
室
地
区
の
木
の
俣
園
地
に
巨
岩

　

吊
橋
と
交
流
広
場
が
オ
ー
プ
ン

・
国
際
交
流
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人

　

の
ア
リ
ス
パ
ッ
キ
エ
さ
ん
が
着
任

・
中
国
人
観
光
客
の
誘
客
の
た
め
上

　

海
に
観
光
拠
点
を
開
設

・
予
約
ワ
ゴ
ン
バ
ス
が
運
行
開
始

・
生
涯
学
習
の
促
進
を
図
る
「
那
須

　

塩
原
市
民
大
学
」
開
学

・
那
須
地
域
定
住
自
立
圏
の
中
心
市

　

を
宣
言

・
市
定
住
促
進
計
画
を
策
定

・
戸
田
小
学
校
と
穴
沢
小
学
校
が
閉

　

校
・
那
須
野
が
原
博
物
館
開
館
10
周
年

　

常
設
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

　

ン
・
全
小
・
中
学
校
に
外
国
語
指
導
助

　

手
を
常
駐
配
置

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
大
会
を
開
催

・
市
観
光
振
興
東
京
出
張
所
を
開
設

・
黒
磯
消
防
団
第
1
分
団
第
5
部
が

　

全
国
消
防
操
法
大
会
の
消
防
ポ
ン

　

プ
自
動
車
の
部
に
出
場

・
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
男
子
の
部

　

で
三
島
中
学
校
が
優
勝
（
県
勢
初
）

建物の損壊や石塀の倒
壊など、市内で 1700
件もの被害が発生した
東日本大震災。この災
害の記憶を、決して風
化させてはいけません

県勢初の快挙を成し遂げた
西中女子ソフトボール部の
生徒が市長に優勝の報告

青木サッカー場のオープンを記念して、
「青木小VS 戸田小」両スポーツ少年団
による試合を開催

国道 400 号がま石トンネルと中塩
原バイパスが同時開通

「スポレクエコとちぎ2011」
女子ソフトボール大会を 3
日間に渡り開催。全国から
参加した 34 チームが熱戦
を繰り広げました

那須塩原駅で東北新幹線・那
須塩原駅開業 30周年記念セ
レモニーが行われ、初代「や
まびこ」が記念運行するなど、
多くの人でにぎわいました

阿久津市長が初登庁
3年ぶりに夜空に
咲いた大輪の花

東那須野地区内に除染セン
ターを設置。一般住宅の除
染を開始しました

国道 4号と県道黒磯高久
線を結ぶ 3・4・1号本郷
通りが開通

一
般
住
宅
除
染
な
ど
の
放
射

能
対
策
や
風
評
被
害
の
払
拭

に
全
力
を
注
ぐ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
市
内
で

も
多
数
の
被
害
が
発
生
。
復
興

に
向
け
て
歩
み
を
ス
タ
ー
ト
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2
月

3
月

5
月

6
月

8
月

9
月

11
月

12
月

1
月

4
月

6
月

8
月

10
月

平成25年
2013

　　

3
月

4
月

5
月

7
月

9
月

10
月

12
月

3
月

4
月

7
月

10
月

11
月

12
月 　

平
成
25
年

　
平
成
26
年

平成26年
2014

　　
・
稲
村
公
民
館
落
成

・
那
須
塩
原
市
議
会
議
員
選
挙

・
板
室
健
康
の
ゆ
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー

　

ン
来
場
者
２
０
０
万
人
突
破

・
黒
磯
文
化
会
館
来
場
者
２
０
０
万

　

人
突
破

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
証
明

　

書
取
得
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

・
板
室
地
区
の
木
の
俣
園
地
に
巨
岩

　

吊
橋
と
交
流
広
場
が
オ
ー
プ
ン

・
国
際
交
流
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人

　

の
ア
リ
ス
パ
ッ
キ
エ
さ
ん
が
着
任

・
中
国
人
観
光
客
の
誘
客
の
た
め
上

　

海
に
観
光
拠
点
を
開
設

・
予
約
ワ
ゴ
ン
バ
ス
が
運
行
開
始

・
生
涯
学
習
の
促
進
を
図
る
「
那
須

　

塩
原
市
民
大
学
」
開
学

・
那
須
地
域
定
住
自
立
圏
の
中
心
市

　

を
宣
言

・
市
定
住
促
進
計
画
を
策
定

・
戸
田
小
学
校
と
穴
沢
小
学
校
が
閉

　

校
・
那
須
野
が
原
博
物
館
開
館
10
周
年

　

常
設
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

　

ン
・
全
小
・
中
学
校
に
外
国
語
指
導
助

　

手
を
常
駐
配
置

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
大
会
を
開
催

・
市
観
光
振
興
東
京
出
張
所
を
開
設

・
黒
磯
消
防
団
第
1
分
団
第
5
部
が

　

全
国
消
防
操
法
大
会
の
消
防
ポ
ン

　

プ
自
動
車
の
部
に
出
場

・
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
男
子
の
部

　

で
三
島
中
学
校
が
優
勝
（
県
勢
初
）

「
人
々
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
定
住
促
進
施
策

を
戦
略
的
に
展
開
。
積
極
的

に
進
め
る
未
来
へ
の
投
資

「いつでも、どこで
も、だれでも」生涯
に渡って、さまざま
な学習活動ができる
よう、あなたの「学
びたい」という思い
をサポートする市民
大学を開学。開学式
には、養

よう ろ う

老孟
た け し

司氏の
記念講演が行われま
した

予約ワゴンバスが運行開始

板室の新名所「巨岩吊橋
と交流広場」がオープン

板室健康のゆグリーング
リーン来場者 200万人達
成記念イベント

↑アリスさんは、
フランス文化と日
本文化の架け橋と
して、さまざまな
活動をしています

全国のコンビニエ→
ンスストアで各種証
明書を取得できるよ
うになりました

県内初の取り組みと
して、ALT（外国語
指導助手）34 人を
全小・中学校に常駐
配置しました

閉校を前に、戸田小学校（左写真）と穴沢小学校（右写真）で閉校式が行
われ、両校の児童は、別れ去る校舎に笑顔で「ありがとう」を伝えました

那須野が原博物館がリニュー
アルオープン。那須疏水取水口
の模型の大きさにびっくり！

全国消防操法大会に出場した黒磯消防団
第 1 分団第 5 部（上埼玉 1、上埼玉 2、
下埼玉、南埼玉地区）

全国から
430人が
参加した
ねんりん
ピック

心
の
豊
か
さ
を
育
む
「
生
涯
学

習
」
と
「
国
際
交
流
」
が
大
き

く
進
展
。
ま
た
、
特
色
あ
る
観

光
誘
客
各
種
事
業
が
本
格
化

県勢初の全国制覇を成し遂げた三島中男子駅伝
チームが市長に優勝の報告



10

　　　　みんなで祝い、郷土愛を深めよう！
                           那須塩原市誕生10周年記念

～市誕生 10 周年記念事業を紹介～　実施期間：1 月 1 日から来年 3 月 31 日まで

◇特別事業

◇冠事業

◇市民協働事業

　市では、市民一人一人が、市内各地域の特性について理解を深め、「本市に生まれてよかった、住んでよかった」
と実感でき、次世代のために夢のある那須塩原市にするため、1 月 1 日から来年 3 月 31 日までを実施期間として、
市民が心を一つにできるさまざまな記念事業を次のとおり実施します。
※紹介する記念事業は、細かな内容が決定していないものがあります。内容が決定次第、広報なすしおばらなど
でお知らせします。

　市誕生 10 周年を記念した特別なイ
ベントを、実施期間の中で取り組んで
いきます。

【実施予定のイベント】
・記念シンポジウム
・消費者のつどい
・記念モザイクフォトアート
・旧 TEPCO 塩原ランド改修オープン

・定住促進キックオフイベント
・市誕生 10 周年記念式典
・10 周年記念植樹事業および苗木
配布会
・アウター向け観光キャンペーン
・10 周年記念給食
・那須野が原博物館記念展
・スポーツ教室の開催

　市誕生 10 周年を記念し、例年実施
している事業に工夫を凝らし、内容の
充実を図ります。

【実施予定のイベント】
・男女共同参画フォーラム
･ 開こん記念祭

問い合わせ　本企画情報課　☎ 0287（62）7106

・西那須野ふれあいまつり
・畜産フェア
・那須野巻狩まつり
・地域活性化アイデアコンテスト
・小学生アイデア料理コンテスト
・創作劇「那須野の大地」公演
・西那須野産業文化祭

　10 周年記念事業の
趣旨や目的に賛同し
て、各種団体が公益
性の高いまちづくり
活動を実施する場合
に、その費用の一部
を助成します。
※市民提案型協働の
まちづくり支援事業
の募集テーマの一つ
として実施。この他、
自由テーマでの募集
も行っています。

募集事業

 次のいずれかに該当する新規の事業で、事業名を「那須塩原市誕生 10 周年記念 ○○○○」 
 として実施できる事業
 ①市民が参加して市や地域全体を盛り上げることができる事業 （市や地域の一体感の醸成   
 や地域コミュニティの活性化につながる事業であること）
 ②市や地域の魅力・ブランドを内外に発信できる事業（市民が誇れるまちづくりや定住促
 進につながる事業であること）
 ③市や地域の歴史・風習・伝統文化を次代に伝え残すことができる事業

対象団体  市内での活動実績が１年以上あり、規約などを定めている団体
事業期間  平成 27 年４月（補助金交付決定後）～ 28 年 2 月 28 日

補助金額
 ・補助対象経費の 10 分の 9 以内の額とし、100 万円を限度
 ・27 年度 1 回限り（次年度以降継続する場合は、自由テーマでの提案となるので、補助
 金の交付は 27 年度分を含め 3 回を限度、2 回目は 10 分の 6、3 回目は 10 分の 4）

審査方法  書類審査および公開プレゼンテーションによる審査
募集期限  1 月 30 日㈮

応募・問い合わせ　本市民協働推進課　☎ 0287（62）7151
※応募に関する詳細は、本市民協働推進課、西総務税務課、塩総務福祉課にある募集要項を確認してください。

･ なすしおばら まなび博覧会
・なすしおばら童謡フェスタ
・市民大学（10 周年記念講座）
・10 周年記念マナビィボック
スの発行
・那須塩原ハーフマラソン

【TOPIC】
・プレミアム商品券発行
　市内経済の好循環を促
進する一助として、商工
会などと連携し、市内の
商店や旅館などで利用で
きるプレミアム商品券を
発行します。

平成27年1月5日号
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衆議院小選挙区選出議員選挙 投開票結果

【投票区別投票率】

投票区   投票所 投票率 投票区   投票所 投票率 投票区   投票所 投票率

1 黒磯保健センター 56.22 16 野間分館 46.80 31 西公民館 55.41

2 いきいきふれあい
センター 53.73 17 佐野分館 62.74 32 南赤田公民館 55.83

3 稲村公民館 50.85 18 東那須野公民館 56.88 33 那須野が原博物館 51.62

4 東原小学校 48.16 19 沓掛集落センター 56.13 34 三島小学校 51.45

5 黒磯中学校 54.69 20 大原間小学校 57.80 35 西那須野公民館 58.25

6 那須塩原市役所 53.33 21 波立小学校 54.82 36 第一南公民館 58.63

7 豊浦小学校 49.65 22 高林小学校 55.14 37 上井口公民館 47.67

8 日新中学校 49.43 23 穴沢小学校 50.38 38 狩野公民館 54.16

9 とようら公民館 50.02 24 戸田多目的集会施
設 54.96 39 新南公民館 51.51

10 埼玉小学校 47.57 25 青木一区多目的研
修センター 53.35 40 塩原支所 61.04

11 厚崎公民館 47.22 26 西那須野支所 59.64 41 ハロープラザ 56.97

12 東原地域活動セン
ター 46.73 27 大山公民館 56.67 42 金沢小学校 61.31

13 寺子小学校 59.66 28 二つ室公民館 49.24 43 大貫小学校 56.01

14 越堀自治公民館 58.48 29 一区町公民館 50.43 44 横林小学校 61.46

15 鍋掛公民館 50.11 30 二区町公民館 48.18  

( 単位：％ )

届出番号 候補者氏名 党派名 本市の得票数（票） 全体の得票数（票） 結果

1 　　やな　和生 自由民主党 22,383 62,814 当選

2 　　秋山　ゆきこ 日本共産党             5,710    14,438

3 　　渡辺　よしみ 　　  無所属 20,535 51,627

当日有権者数 94,816 人

投票者数 50,497 人

投票率（％） 　　,,,53.26,％

問い合わせ　　選挙管理委員会事務局
☎ 0287（62）7183

【投票結果】

【開票結果】

　12 月 14 日に行われた衆議院小選挙区選出議員選挙（栃木
県第三区）の投開票結果をお知らせします。
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市県民税・所得税
申告の受け付けが始まります

２月16日㈪～３月16日㈪
受付時間：午前 8 時 30 分～ 11 時
　　　　　午後 1 時～ 4 時

黒磯地区
会場：本大会議室（201・202 会議室）

月日 対象者および対象地区

2
月

16 月 年金所得者で還付申告をする人

17 火
鍋掛地区 越堀、寺子、鍋掛、野間

18 水

19 木

東那須野
地区

大原間、東小屋、山中新田、上大塚新田、佐野、三本木、
木曽畑中、沼野田和、下中野、島方、上中野、笹沼、北和田、
波立、中内、鹿野崎、無栗屋、上郷屋、唐杉、塩野崎、
北弥六、前弥六、沓掛、塩野崎新田、大原間西一丁目・二丁目、
方京一丁目～三丁目、前弥六南町、沓掛一丁目～三丁目

20 金

23 月

24 火

25 水
高林地区 高林、箕輪、洞島、箭坪、木綿畑、湯宮、鴫内、百村、

油井、亀山、細竹、西岩崎、板室、戸田、青木26 木

27 金

黒磯地区

本郷町、新朝日、宮町、本町、黒磯幸町、錦町、住吉町、豊町、
中央町、高砂町、弥生町、橋本町、桜町、材木町、大黒町、
若葉町、東大和町、末広町

3

月

2 月

3 火

共墾社一丁目、共墾社、下厚崎、上厚崎、埼玉、渡辺、
豊浦中町、豊浦町、清住町、新緑町、松浦町、豊浦南町、
春日町

4 水

5 木

6 金

9 月

10 火 鳥野目、小結、東原、阿波町、新町、西新町、
豊住町、並木町、若草町、豊浦北町、美原町、
北栄町

11 水

12 木

13 金 東栄一丁目・二丁目、黒磯、豊浦、安藤町、
原町、東豊浦16 月

○
有
畜
農
家
や
農
業
所
得
者
は
、
個

別
に
通
知
し
た
日
時
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い

○
そ
の
他
の
人
は
、
日
程
表
に
定
め

ら
れ
た
日
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
さ
れ
た
日
に
都
合
が
つ
か
な
い

場
合
は
、
他
の
日
で
も
申
告
で
き
ま

す○
申
告
会
場
が
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
待
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す

○
混
雑
状
況
に
よ
り
、
午
前
中
に
来

庁
し
て
も
午
後
の
受
け
付
け
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

○
所
得
の
種
類
や
申
告
の
内
容
に
よ

り
、
受
け
付
け
の
順
番
が
前
後
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

○
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
の
申

告
を
す
る
人
は
、
必
ず
帳
簿
を
整
理

し
、
収
支
内
容
を
ま
と
め
て
か
ら
来

て
く
だ
さ
い

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
必

ず
領
収
書
を
「
個
人
ご
と
」、「
病
院

ご
と
」
に
計
算
し
て
か
ら
来
て
く
だ

さ
い

○
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い

場
合
や
事
前
の
準
備
が
不
十
分
な
場

合
（
帳
簿
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
、

医
療
費
の
計
算
が
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
）
は
、
申
告
の
受
け
付
け
が
で
き

ま
せ
ん

▲

▲

問い合わせ
本課税課　　　　　　　　西総務税務課
☎ 0287（62）7121　　☎ 0287（37）5101
塩総務福祉課　　　　　　大田原税務署
☎ 0287（32）2910　　☎ 0287（22）3115

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す

る
と
簡
単
に
確
定
申
告
書
が
作
成
で

き
ま
す
。

■
書
面
で
提
出
す
る
場
合

　

作
成
し
た
申
告
書
を
印
刷
し
て
大

田
原
税
務
署
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

■e-Tax

（
電
子
申
告
）
で
デ
ー

タ
送
信
す
る
場
合

　

作
成
し
た
申
告
書
をe-T

ax

に
よ
り
大
田
原
税
務
署
へ
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

※e-T
ax

を
利
用
す
る
に
は
、

電
子
証
明
書
の
取
得
（
手
数
料

確
定
申
告
書
は
自
宅
で

作
成
で
き
ま
す

要
）、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
が
必
要
で
す
。

本

　
還
付
申
告
は
、
1
月

5
日
㈪
か
ら
大
田
原
税

務
署
で
受
け
付
け
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

※指定された日に都合がつかない場合は、他の日でも申告できます。
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西那須野地区
会場：   100 会議室

塩原地区
     会場：ハロープラザ第 2、第 3 会議室
　　　　  2 月 16 日㈪～ 3 月 4 日㈬
     会場：塩大会議室（第1～3会議室）　3月6日㈮～16 日㈪

月日 対象者および対象地区 月日 対象者および対象地区 会場

2
月

16 月 年金所得者で還付申告をする人

2
月

16 月
金沢、折戸

17 火 一区町 17 火

18 水 二区町 18 水
宇都野、高阿津

19 木 三区町 19 木

20 金 四区町、千本松 20 金 上大貫、下大貫

23 月 上赤田、北赤田、東赤田、南赤田、西赤田 23 月 上横林、横林、接骨木

24 火 太夫塚 1 丁目～６丁目 24 火 下田野、遅野沢、蟇沼

25 水 南郷屋１丁目～５丁目、新南 25 水

関谷

旭町、上町、日の出
26 木 睦、高柳、西富山 26 木

27 金 西三島１丁目～７丁目 27 金
元町、京町、上の内

3
月

2 月 三島 1 丁目～５丁目

3
月

2 月

3 火 東三島１丁目～６丁目 3 火 ハロープラザでの指定日に来られなかった
人4 水 井口、西遅沢、東遅沢、関根、東関根 4 水

5 木 槻沢、石林 5 木 会場移動（受け付けしていません）

6 金 下永田 1 丁目～４丁目 6 金

塩原、湯本塩原9 月 下永田 5 丁目～８丁目 9 月

10 火 緑１丁目、緑２丁目 10 火

11 水 二つ室、北二つ室 11 水
中塩原、上塩原

12 木 永田町、扇町、あたご町、西栄町、東町 12 木

13 金 西大和、西原町、五軒町 13 金
塩原支所での指定日に来られなかった人

16 月 南町、西幸町、西朝日町 16 月

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

塩
原
支
所

⑴
平
成
26
年
中
に
事
業
収
入（
営
業
、

農
業
）、
不
動
産
収
入
（
地
代
、
家

賃
な
ど
）
が
あ
っ
た
人

⑵
給
与
収
入
が
あ
っ
た
人
で
、
次
に

該
当
す
る
人

○
給
与
収
入
と
給
与
、
退
職
金
以
外

の
収
入
が
あ
っ
た
人

○
2
カ
所
以
上
か
ら
の
給
与
を
受
け

て
い
て
、
年
末
調
整
に
含
ま
れ
な
い

給
与
収
入
が
あ
る
人

○
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

○
平
成
26
年
中
に
会
社
な
ど
を
退
職

し
た
人

⑶
公
共
事
業
に
伴
う
土
地
・
建
物
の

譲
渡
収
入
が
あ
っ
た
人

⑷
上
場
株
式
特
定
口
座
で
の
株
式
の

譲
渡
が
あ
り
、
売
却
損
失
の
損
益
通

算
や
繰
越
控
除
す
る
人

⑸
そ
の
他
の
収
入
が
あ
っ
た
人

⑹
平
成
26
年
中
に
収
入
は
な
い
が
次

に
該
当
す
る
人

○
20
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
と
そ
の
世
帯
主
、
65
歳
以
上
の
介

護
保
険
加
入
者

○
所
得
証
明
書
や
非
課
税
証
明
書
が

必
要
な
人

○
年
金
や
児
童
手
当
に
関
す
る
申
請

を
す
る
人

⑺
収
入
が
遺
族
年
金
、
障
害
者
年
金

の
み
で
⑹
に
該
当
す
る
人

申
告
が
必
要
な
人

税
務
署
で
申
告
す
る
人

（
市
役
所
で
は
受
け
付
け

が
で
き
ま
せ
ん
）

申
告
が
必
要
な
い
人

（1）
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
人

（2）
公
的
年
金
収
入
の
み
で
、
収
入
金

額
が
次
の
金
額
以
下
の
人

○
65
歳
未
満
の
人
…
98
万
円
以
下

○
65
歳
以
上
の
人
…
１
４
８
万
円
以

下※
年
齢
は
平
成
26
年
12
月
31
日
現

在
。

⑴
平
成
27
年
1
月
1
日
に
本
市
に
住

所
が
な
い
人

⑵
青
色
申
告
を
す
る
人

⑶
初
め
て
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所

得
の
申
告
を
す
る
人

⑷
雑
損
控
除（
東
日
本
大
震
災
な
ど
）

に
関
す
る
申
告
を
す
る
人

⑸
増
改
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
で
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る

人⑹
公
共
事
業
以
外
の
土
地
・
建
物
の

譲
渡
所
得
が
あ
る
人

⑺
先
物
取
引
、未
公
開
株
の
譲
渡（
配

当
）
所
得
が
あ
る
人

⑻
山
林
所
得
、
利
子
所
得
、
総
合
譲

渡
所
得
が
あ
る
人

⑼
平
成
26
年
分
よ
り
前
の
年
分
の
申

告
を
す
る
人

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

▲

▲

塩
西

※指定された日に都合がつかない場合は、他の日でも申告できます。
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確定申告の注意点
給与所得、公的年金所得

公的年金所得の確定申告

　2 カ所以上から給与や年金をもらっている人は、全
ての源泉徴収票が必要です。　
　必ず、源泉徴収票の原本を持ってきてください。（コ
ピーでは、申告できません。）
　源泉徴収票を紛失した場合は、申告までに再発行し
てもらってください。
○給与の源泉徴収票…勤務先
○公的年金の源泉徴収票…年金事務所　
※市役所では発行できません。

　
　　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下
　で、公的年金等以外の所得金額が20万円以下の人
　は、還付申告する場合などを除き、所得税の確定申
　告をする必要はありません。
　　しかし、源泉徴収票に記載されている控除以外
　の各種控除（医療費控除、生命保険料控除、地震
　保険料控除など）を受ける人は、市役所で住民税
　の申告をしてください。（申告をしない場合、住民
　税額が高く計算されることがあります）

　平成 26 年 1 月から「記帳、帳簿等保存制度」が拡
大されました。
　営業、農業、不動産、山林所得がある全ての人は、
売り上げなどの収入、仕入れや経費に関する事項を帳
簿に記帳しておく必要があります。帳簿が整理されて
いない場合、受け付けできませんので注意してくださ
い。
　領収書がそろっているだけでは、帳簿を記帳したこ
とになりません。

　　所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場
　を次のとおり設置します。
　とき　2 月 16 日㈪～ 3 月 16 日㈪午前 8 時 30 分
　～午後 4 時
　※申告書の作成に時間がかかるため、混雑時は、
　受け付けを早めに締め切ることがあります。
　※相談の場合は、午前 9 時～午後 5 時。
　※土・日曜を除く。
　ところ　大田原税務署別館（大田原市紫塚 1－ 5
　－ 54）
　問い合わせ　大田原税務署　☎ 0287（22）3115

営業、農業、不動産所得

  大田原税務署の
　　　　  確定申告会場

住宅借入金等特別控除

■必ず持参するもの（共通）
⑴印かん
⑵本人名義の通帳や口座情報が分かるもの（所得税が
還付になる場合に必要です）
⑶申告書（税務署から送付された人のみ）
■所得の内容が分かるもの
⑴給与、公的年金所得
　源泉徴収票の原本（コピー、写しは不可）
⑵営業、農業、不動産所得
　売上や経費が分かる帳簿、領収書、通帳、報酬の支
　払調書など
⑶個人年金、保険金の所得
　保険会社からの支払通知書
⑷上場株式の譲渡所得
　証券会社などから発行される特定口座年間取引報告
　書
⑸公共事業に伴う土地・建物の譲渡所得
　公共事業用資産の買取り等の申出証明書・買取り等
　の証明書
■所得控除の内容が分かるもの
⑴医療費控除
　医療費の領収書、高額療養費などの給付書類
⑵保険料控除
　社会保険料、国民健康保険税、介護保険料、後期高
　齢者医療保険料、国民年金保険料、農業者年金保険
　料、小規模企業共済等掛金、生命保険料、地震保険
　料、個人年金保険料の領収書または支払証明書
⑶障害者控除
　障害者手帳、障害者控除対象認定書
⑷寄附金控除
　寄附金の領収書・証明書

　初めて住宅借入金等特別控除の適用を受ける人は、
次の書類が必要です。
○住民票（平成 27 年発行のもの）
○登記事項証明書　
○売買契約書（工事請負契約書）の写し
○住宅ローンの年末残高証明書
※認定住宅の場合は次の書類も必要です。
○住宅用家屋証明書の写しまたは認定長期優良住宅建
築証明書・認定低炭素住宅建築証明書
○長期優良住宅建築等計画・低炭素建築物新築等計画
の認定通知書の写し

◆個人住民税における住宅借入金等特別控除の延長・
拡充
　所得税から控除しきれなかった額を、次の控除限度
額の範囲内で個人住民税から控除します。
○平成 26 年 1 月～ 3 月までの居住の場合
　所得税の課税総所得金額等の 5％（最高 9.75 万円）
○平成 26 年 4 月～平成 29 年 12 月までの居住の場合
　所得税の課税総所得金額等の 7％（最高 13.65 万円）

申告に必要なもの

住民税の今年の主な変更点
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第
37
回
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会

女
子
（
15
～
16
歳
）
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
優
勝
し
た
黒
磯
南
高
1
年
の
深
澤
舞

さ
ん
と
第
45
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
女
子
C
（
中
学
1
年
）

８
０
０
ｍ
で
優
勝
し
た
三
島
中
1
年
の
吉
田
紗さ

あ
や彩

さ
ん
の
2
人
に
、
12
月
9
日
、

市
長
特
別
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝
で

市
長
特
別
賞
を
受
賞

受賞した深澤さん（右）と吉田さん（左）。
さらなる活躍が期待されます

　

深
澤
さ
ん
が
出
場
し
た
全
国
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水

泳
競
技
大
会
は
、
8
月
28
日
、
東
京

辰
巳
国
際
水
泳
場
（
東
京
都
江
東

区
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
標

準
記
録
を
突
破
し
参
加
資
格
を
得
た

全
国
各
地
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手

24
人
が
出
場
し
た
女
子
（
15
～
16
歳
）

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
、
深
澤
さ
ん
は

1
分
9
秒
72
で
大
会
記
録
を
更
新
。

2
位
と
わ
ず
か
0
秒
01
差
で
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
が
出
場
し
た
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
は
、

11
月
2
日
、日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
（
神

奈
川
県
横
浜
市
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
も
、
厳
し
い
標
準

記
録
を
突
破
す
る
な
ど
し
て
参
加

資
格
を
得
た
選
手
た
ち
が
全
国
各

地
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。
女
子
C

（
中
学
1
年
）
８
０
０
ｍ
に
は
50
人

が
参
加
し
、
そ
の
中
で
吉
田
さ
ん

は
、
2
分
16
秒
62
と
い
う
記
録
で

優
勝
し
ま
し
た
。

　

深
澤
さ
ん
は
、「
日
本
選
手
権
な

ど
の
大
き
な
大
会
で
も
良
い
記
録

を
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」、
吉
田

さ
ん
は
、「
１
５
０
０
ｍ
で
も
大
会

に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
今
後
の
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

本
秘
書
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
０
８

西那須野支所での自動交付機による　　　　
　　　　証明書取得サービスを終了しました

旧黒磯市 見本➡

 印鑑登録証

旧塩原町

那須塩原市

旧西那須野町

　コンビニエンスストアでの証明書取得サービスの開始に伴い、西那須野支所に設置していた自動交付機での証
明書取得サービスを終了しました。

問い合わせ　本市民課　☎ 0287（62）7132　西市民福祉課　☎ 0287（37）5102

　本庁、各支所および出張所の窓口で印鑑登録証明
書を取得する際、引き続き使用することができます。
　また、暗証番号を登録してある印鑑登録証を持っ
ている人は、本庁舎に設置している自動交付機を利
用することができます。（本庁舎の自動交付機は平成
28 年 10 月まで稼働予定）

　コンビニエンスストアに設置されているマルチコ
ピー機を利用して住民票、印鑑登録証明書、所得証
明書、所得・課税証明書を取得できるサービスです。
　全国のセブンイレブン・ローソン・ファミリーマー
ト・サークルＫサンクスで利用できます。

　サービスを利用するには、現在持っている印鑑登
録証を専用の暗証番号を登録した住民基本台帳カー
ドに切り替える必要があります。
　本人（代理不可）が印鑑登録証と運転免許証など
の身分証明書を持参して手続きをしてください。６
月 30 日㈫までは無料で切り替えることができます。
　なお、住民基本台帳カードに切り替えると、窓口
で証明書申請をする際にも暗証番号が必要になるな
ど、印鑑登録証とは取り扱いに違いがあります。
　詳しくは問い合わせ先または市ホームページで確
認してください。

　市役所の窓口では 300 円、コンビニエンスストア・
自動交付機（本庁舎）は 200 円です。

今まで持っていた市民カード（印鑑登録証）
は使えなくなるの？

コンビニエンスストアでの証明書取得サー
ビスってなに？

コンビニエンスストアでの証明書取得サー
ビスを利用するにはどうしたらいいの？

証明書の手数料は？

住民基本台帳カード
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 今月のテーマ

　

光
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の
契

約
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

迷
惑
な
勧
誘
が
繰
り
返
さ
れ
た

り
、
契
約
先
や
契
約
内
容
を
記
し

た
書
面
で
の
説
明
が
な
か
っ
た

り
、
消
費
者
の
理
解
が
不
十
分
な

ま
ま
、
口
頭
で
の
契
約
に
な
っ
た

り
す
る
点
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

〈
事
例
１
〉

　

夜
遅
く
「
今
よ
り
千
円
以
上
安

く
な
る
」
と
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、

光
回
線
を
契
約
し
た
。
安
く
な
ら

な
か
っ
た
の
で
、
や
め
た
い
と
言

う
と
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
。

〈
事
例
２
〉

　
「
今
後
は
今
の
固
定
電
話
は
使

え
な
く
な
る
」
と
電
話
で
説
明
さ

れ
て
、
光
回
線
を
契
約
し
て
し

ま
っ
た
。

〈
事
例
３
〉

　

勧
誘
電
話
を
か
け
て
き
た
事
業

者
に
遠
隔
操
作
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

の
設
定
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、
頼

ん
で
い
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
も
契
約
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。

○
「
お
買
い
得
感
」
を
強
調
し
て

勧
誘
し
て
き
ま
す
が
、
す
ぐ
に
事

業
者
に
返
事
を
せ
ず
、
契
約
内
容

を
き
ち
ん
と
確
認
し
ま
し
ょ
う

○
価
格
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
利

用
環
境
や
目
的
に
照
ら
し
て
必
要

性
を
十
分
に
検
討
し
ま
し
ょ
う

○
必
要
な
け
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う

○
困
っ
た
時
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　「ネット回線契約は
　　　　　　　慎重に！」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

ア
ド
バ
イ
ス

事
例

　除雪作業を円滑に行うには、皆さんの理解と協力が必要です。本格的な降雪時期に備え、次のことに協力をお
願いします。

　路上駐車をすると、除雪車の通行の妨げとなり、
作業が遅れ、除雪ができない地域が発生します。路
上駐車はしないよう心掛けましょう。

　　路上駐車をしないでください

　　ノーマルタイヤでの走行は危険です
　スリップなどにより路上で立ち往生し、渋滞や事
故の要因となるとともに、除雪作業の妨げにもなり
ます。冬用タイヤの装着やタイヤチェーンの携行を
心掛けましょう。

　　除雪車に注意してください
　除雪作業は吹雪・降雪などの見通しの悪い状況の
中、実施することが多くなります。除雪車のそばを
通行する場合は十分注意しましょう。

　　雪を道路に出さないでください
　降雪時、宅地や駐車場の雪を道路や歩道に出すと、
通行の妨げとなり非常に危険です。自宅の敷地内で
処理してください。

　　家の前に雪が残る場合があります
　除雪車での除雪作業は雪を道路脇によけるため、
家の前に雪が残ってしまう場合があります。家の前
の排雪に協力をお願いします。

　　除雪作業が遅れる場合があります
　朝の通行を確保するための除雪は、深夜から早朝
の時間帯に実施しますが、積雪の状況などによって
は除雪時間が遅くなることがあります。

　　問い合わせ
　　本道路課　☎ 0287（62）7165
　　西産業観光建設課　☎ 0287（37）5111
　　塩産業観光建設課　☎ 0287（32）2000

◆

◆ ◆

◆

◆

◆◆

◆

◆

◆

◆

◆ 除雪作業に協力をお願いします

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

除
雪
作
業
へ
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
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　問い合わせ   
    　  秘書課
　　☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通
信

　

家
庭
で
は
、
普
段
か
ら
多
く
の
ご
み

が
出
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
市
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
そ
れ
ら

の
ご
み
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い

る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

今
回
は
、
意
外
と
知
ら
な
い
ご
み
の

処
理
方
法
を
調
べ
る
た
め
、
那
須
塩
原

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
21
年
に
開
設
し
、
市
内
か
ら
集
め

ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
を
再
利
用
で

き
る
よ
う
に
作
り
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
施
設
で
す
。

防護服に身を包んだ作業員がごみ
から取り出したメタル（金属）を
抜き出しています

意外と知らないごみの行方
～那須塩原クリーンセンターでのごみ処理方法～

回
収
さ
れ
た
ご
み
っ
て
ど
う

や
っ
て
処
理
さ
れ
る
の
？

　

可
燃
ご
み
は
、
焼
却
炉
で
燃
や
し
て

灰
に
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
で
き
た
灰

は
、
高
温
で
溶
か
し
、
道
路
な
ど
の
建

設
資
材
に
作
り
変
え
て
再
利
用
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
有
害
物
質
は
、
安
定

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

的
に
完
全
燃
焼
さ
せ
た
り
、
焼
却
し

た
ご
み
を
冷
却
さ
せ
た
り
し
て
取
り

除
か
れ
て
い
ま
す
。

　

不
燃
ご
み
は
、
機
械
で
ご
み
袋
を

破
き
、
作
業
員
が
一
つ
一
つ
手
作
業

で
混
ざ
っ
て
い
る
異
物
を
取
り
除
い

て
い
ま
す
。
異
物
の
除
去
は
、
人
が

行
う
方
が
機
械
よ
り
正
確
な
の
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
細
か
く
砕
い
て

可
燃
物
と
不
燃
物
に
分
け
、
可
燃
物

は
可
燃
ご
み
と
し
て
処
理
し
、
不
燃

物
は
鉄
や
ア
ル
ミ
に
分
類
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
は
、
機
械
を
使
っ
て
細

か
く
破
砕
し
、
不
燃
ご
み
の
処
理
と

同
じ
よ
う
に
可
燃
物
と
不
燃
物
に
選

別
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

飲
料
缶
や
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

も
、
作
業
員
が
手
作
業
で
色
や
異

物
を
選
別
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
そ
れ
ら
は
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー

ル
缶
、
有
色
と
無
色
の
び
ん
な
ど
に

振
り
分
け
ら
れ
、
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
く
圧
縮
す
る
な

ど
、
再
利
用
で
き
る
状
態
に
し
て
保

管
し
て
い
ま
す
。

　

白
色
ト
レ
イ
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

は
、
機
械
で
砕
き
、
溶
か
す
こ
と
で

容
積
を
減
ら
し
て
か
ら
、
リ
サ
イ
ク

ル
し
や
す
い
よ
う
固
め
て
保
管
し
て

い
ま
す
。

施
設
を
安
全
に
使
用
す
る

た
め
に

可燃ごみの量は 1 日約
100t。これ以上増える
と処理しきれなくなる
恐れがあります

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全

に
安
心
し
て
施
設
を
使
え
る
よ
う
、

年
に
数
回
、
24
時
間
稼
働
し
て
い
る

焼
却
炉
も
停
止
し
て
、
機
械
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
で
効
率
の
良
い
自
動

運
転
を
行
う
た
め
に
、
中
央
制
御
室

で
は
、
作
業
員
が
施
設
の
運
転
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
集
中
監
視
し
て
い
ま

す
。
24
時
間
監
視
し
て
い
る
の
で
、

機
械
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
も
す

ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
に
予
約
を
す
る
と
、

平
日
の
み
施
設
の
見
学
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
一
度
見
学
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

◆
申
し
込
み

　

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８
７
（
68
）
１
８
８
１

　
◆
執
筆　

　

ま
ち
か
ど
通
信
員　

渡
辺
和
浩
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お
知
ら
せ

農
耕
車
も
軽
自
動
車
税
の

登
録
手
続
き
が
必
要
で
す

市
内
特
定
工
場
の
立
地
規

制
を
緩
和
し
ま
し
た

　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
の
農
耕
用
車
両
の
う
ち
、
乗
用

装
置
が
あ
る
車
両
は
、
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。
公

道
を
走
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が

付
い
て
い
な
い
車
両
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
早
め
に
登
録
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
が
遅
れ
た
場
合
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

○
印
か
ん

○
次
の
証
明
書

・
店
で
購
入
し
た
場
合

　

販
売
証
明
書

・
譲
渡
さ
れ
た
場
合

　

廃
車
証
明
書
と
譲
渡
証
明
書

▼
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ

　

本
課
税
課

　
　
　
　
　
　

 

☎（
62
）
７
１
７
９

　

西
総
務
税
務
課　
　

　
　
　
　
　
　

 

☎（
37
）
５
１
０
１

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

 

☎（
32
）
２
９
１
０

　

市
で
は
、
工
場
敷
地
の
有
効
活

用
や
設
備
投
資
を
促
進
し
、
市
内

経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
国
の
基
準
に
代
わ
る
市
の

準
則
条
例
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
主
に
工
業
用
地
の
区
域
内
に

立
地
す
る
特
定
工
場
の
緑
地
面
積

率
な
ど
を
緩
和
す
る
も
の
で
す
。

　

特
定
工
場
と
は
、
敷
地
面
積

９
０
０
０
㎡
以
上
ま
た
は
建
築
面

積
３
０
０
０
㎡
以
上
で
製
造
業
な

ど
を
営
む
工
場
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
条
例
制
定
後
の
緑
地
面

積
率
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
０

区　　域 緑地面積率 環境施設面積率

 準工業地域
 工業地域 10％以上 15％以上

 工業専用地域 5％以上 10％以上

 下厚崎工業団地
 下厚崎第二工業団地
 上郷屋工業団地

10％以上 15％以上

 その他の区域 20％以上
（従来通り）

25％以上
（従来通り）

【国民年金の種類】
種　別 第 1 号被保険者 第 2 号被保険者 第3号被保険者

加入する人

●自営業者、自由業者（フリーター
　を含む）、学生、無職の人など
●第 2 号被保険者、第 3 号被保険者
　に該当しない人

 厚生年金や共済組合に加入している
 会社員・公務員など

 会社員や公務員など、厚生年金や
 共済組合の加入者に扶養されて
 いる配偶者（妻または夫）

加入期間  20 歳から 60 歳まで  就職時から退職時まで  20歳から60歳まで

保険料の
納め方

 自分で納める必要があります
　（26 年度は月額 15,250 円）
 ①銀行やコンビニエンスストアで
 現金納付、②口座振替、③クレジッ
 ト納付

 給料から天引きされるので、自分で
 納める必要はありません

 配偶者（夫または妻）の加入して
 いる制度全体が負担するので、自
 分で納める必要はありません

加入手続き  年金事務所、本国保年金課、
 西市民福祉課、塩総務福祉課

 勤務先が加入手続きの一切を行いま
 す

 配偶者（夫・妻）の勤務先で加入手
 続きを行います

　国民年金は、やがて訪れる老後や、生活の安定を損な
うような “万が一”の事態に備え、保険料を出し合い、
お互いを支え合う制度です。
　20 歳になり、厚生年金などに加入していない人には、
日本年金機構から国民年金加入に関する通知が届きま
す。通知が届いた人は、忘れずに手続きをしましょう。
※ 20 歳前に就職して、20 歳到達時に厚生年金などに加
入している人は、加入手続きは不要です。
　また、保険料を納めることが難しい人は、次の免除制
度を受けられる場合があります。
　ただし、これらの免除制度などは申請が必要です。申
請手続きを行わないまま、保険料を納めないでいると、

20歳からスタート 国民年金
万が一のときに受け取れる障害年金や遺族年金が受け取れな
くなる場合もあるので、注意してください。

◆保険料免除・一部納付（免除）制度
　収入が少ないために保険料を納めることが難しいときに
は、保険料を納めることが免除されます。
◆若年者納付猶予制度
　30 歳未満の人で本人および配偶者の所得が一定額以下の場
合には、保険料の納付が猶予されます。
◆学生納付特例制度
　学生である場合で、収入が少ないために保険料を納めるこ
とが難しいときに保険料の納付が猶予されます。

・海外在住の日本人で、20 歳以上 65 歳未満の人
・日本国内に住む 60 歳以上 65 歳未満の人で、老齢基礎年金額を増額または満額にしたい人
・老齢基礎年金の受給資格を満たしておらず 70 歳までに受給権を満たすことができる人（昭和 40 年 4 月 1 日以前に
　生まれた人に限る）

任意加入
できる人

問い合わせ　大田原年金事務所　☎ 0287（22）6311
　　　　　　本国保年金課　☎（62）7129　　西市民福祉課　☎（37）5103　　塩総務福祉課　☎（32）2988

塩

塩

塩
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皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
町

並
み
が
一
段
と
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た

　

11
月
16
日
に
実
施
し
た
秋
の
市

民
一
斉
美
化
運
動
で
は
、
自
治
会

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
市
内

全
域
の
道
路
脇
な
ど
で
多
く
の
ご

み
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
の
美
化
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
結
果

○
参
加
人
数　

１
万
７
４
３
９
人

○
回
収
量

　

・
可
燃
ご
み　
　

7
・
19
t

　

・
不
燃
ご
み　
　

3
・
03
t

　

・
缶　
　
　
　
　

0
・
65
t

　

・
び
ん　
　
　
　

0
・
71
t

　

・
粗
大
ご
み　
　

0
・
75
t

　

・
処
理
不
適
物　

2
・
29
t

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
環
境
対
策
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
３
０
１

食品の放射性物質簡易検査結果（平成26年11月分）
　11 月に実施した 49 件の検査結果を公表します。この検査は、市民の不安解消を目的に、市が独自に実施している簡易
検査です。検査結果については参考としてください。なお、検体名は依頼者の申告によるものです。
　【参考】厚生労働省が定めた一般食品の放射性セシウムの基準値は 100Bq/㎏です。

検体名
検査
件数

最小値
（Bq/kg）

最大値
（Bq/kg）

検査結果（件数）
不検出 50Bq 未満 50 ～ 100Bq 100Bq 超

イノシシ肉 3 29.0 46.9 3
カキ 8 不検出 22.6 7 1

カリン 2 不検出 不検出 2
キウイ 6 不検出 11.5 5 1

キクイモ 1 6.1 6.1 1
クリ 1 5.7 5.7 1

クリタケ 1 345.9 345.9 1
玄米 1 不検出 不検出 1

コマツナ 1 27.2 27.2 1
サツマイモ 1 不検出 不検出 1
サトイモ 2 不検出 不検出 2
シカ肉 1 18.0 18.0 1

ジャガイモ 1 不検出 不検出 1
ダイコン 5 不検出 不検出 5
ハクサイ 3 不検出 不検出 3

白米 2 不検出 不検出 2
ミニダイコン 1 不検出 不検出 1
ミニニンジン 1 不検出 不検出 1
メグスリの木 1 不検出 不検出 1

ヤーコン 1 不検出 不検出 1
ヤマイモ 1 179.7 179.7 1

ユズ 3 5.0 23.6 3
ラッカセイ 2 不検出 10.3 1 1

計 49 34 13 0 2
※ 100Bq/kg を超えたものは、全て購入品以外でした。

【検査結果の注意点】
１．検査結果は、1㎏当たりのセシウム 134 とセシウム 137 の合算値で集計しています。ただし、セシウム 134 とセシ
　　ウム 137 のうち、片方のみが検出されている場合もあります。
２．「不検出」とは、検出限界未満のことであり、検出限界はセシウム 134とセシウム 137の合計で 25Bq/㎏以下を目安
　　にしています。
３．検査に使用した簡易測定器は、日立アロカメディカル㈱食品放射能測定システム「CAN-OSP-NAI」です。
４．市外で採取した検体も含まれます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　本生活課　☎（62）7126

1 月 の 納 税
　  
　●市県民税　　　　　　　第4期
　●国民健康保険税　　　　第7期
　●後期高齢者医療保険料　第7期
　●介護保険料　　　　　　第6期

～納税は便利な口座振替で～

2 月 2 日㈪が納期限です
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塩
原
図
書
館
が

　
　
　

臨
時
休
館
し
ま
す

都
市
計
画
の
構
想
の
縦
覧
・

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

「
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

　

蔵
書
点
検
に
伴
い
、
塩
原
図
書

館
が
臨
時
休
館
し
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
2
日
㈪
～
4
日
㈬

〈
図
書
館
か
ら
の
お
願
い
〉

　

休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
ハ

ロ
ー
プ
ラ
ザ
入
口
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
C
D
・
D
V
D
・
他
の
公
共

図
書
館
か
ら
借
り
た
資
料
は
、
破

損
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
返
却
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
図
書
館

　
　
　
　
　

☎
（
48
）
７
５
２
１

　

県
で
は
、
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
・
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
構
想
の
名
称　

那
須
塩
原
都
市

計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保

全
の
方
針
（
那
須
塩
原
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

▼
構
想
の
対
象
区
域　

市
内
の
一

部
（
都
市
計
画
区
域
）

〈
縦
覧
〉

▼
縦
覧
期
間　

2
月
10
日
㈫
～
24

　

人
と
動
物
の
心
温
ま
る
光
景
な

ど
を
題
材
と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
で

す
。

▼
応
募
期
限　

1
月
26
日
㈪
必
着

▼
作
品
の
規
格　

２
Ｌ
判
（
キ
ャ

ビ
ネ
版
）
12
・
７
㎝
×
17
・
８
㎝

※
規
格
外
の
作
品
は
審
査
対
象
外

に
な
り
ま
す
。

  

募
集

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

も
の
も
可
。
た
だ
し
、
合
成
処
理

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
加
工
し
た
も
の

は
不
可
。

※
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ

ん
。

▼
応
募
方
法　

写
真
と
応
募
用
紙

を
、
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※
応
募
用
紙
は
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▼
そ
の
他

○
作
品
は
１
人
１
点
に
限
り
、
未

発
表
の
も
の
と
し
ま
す

○
肖
像
権
を
有
す
る
も
の
が
写
真

に
写
っ
て
い
る
場
合
は
承
諾
を
得

て
く
だ
さ
い

○
作
品
に
関
す
る
著
作
権
な
ど

は
、
セ
ン
タ
ー
に
帰
属
し
ま
す

○
作
品
展
示
の
際
に
市
町
名
、
氏

名
を
公
開
す
る
ほ
か
、
別
途
作
品

デ
ー
タ
の
提
出
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー　

　

〠
３
２
１
‐
０
１
６
６

　

宇
都
宮
市
今
宮
４
‐
７
‐
８

☎
０
２
８
（
６
８
４
）
５
４
５
８

日
㈫

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

▼
縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

▼
縦
覧
場
所

・
県
都
市
計
画
課
（
宇
都
宮
市
塙

田
1
‐
1
‐
20
）

・
大
田
原
土
木
事
務
所
企
画
調
査

課
（
大
田
原
市
紫
塚
2
‐
２
５
６

４
‐
1
）

・
本
都
市
計
画
課

▼
そ
の
他　

構
想
に
つ
い
て
意
見

が
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
、
公

聴
会
で
公
述
人
と
な
る
意
思
の
有

無
を
明
記
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
意
見
申
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

〈
公
聴
会
〉

▼
と
き　

3
月
3
日
㈫
午
後
6
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

厚
崎
公
民
館

※
公
述
希
望
者
が
い
な
い
場
合
は

公
聴
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
開
催

の
有
無
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
都
市
計
画
課

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
４
６
５

　

子
育
て
中
の
人
の
身
近
な
相
談

相
手
や
協
力
者
と
な
る
「
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
（
子
ど
も
の
送
迎
、
預
か

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
会
員
募
集

放
送
大
学

　
　
　

４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

現
在
も
、
働
き
な
が
ら
学
ん
で

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
・
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

▼
出
願
期
限　

3
月
20
日
㈮

▼
そ
の
他　

詳
細
が
分
か
る
資
料

を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
資
料
を

請
求
で
き
ま
す
。

▼
資
料
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
（
６
３
２
）
０
５
７
２

り
な
ど
）
を
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
「
サ
ポ
ー
ト

会
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
る
た
め
に
は
次
の

研
修
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

2
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬

午
前
9
時
～
午
後
4
時

※
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
講
座
は

18
日
の
正
午
ま
で
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

西
２
０
１
会
議
室

▼
対
象　

心
身
と
も
に
健
康
な
20

歳
以
上
の
市
民
で
、
積
極
的
に
子

育
て
支
援
が
で
き
る
人

▼
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容　

子
ど
も
の
発
達
・
栄
養
、

普
通
救
命
講
習
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

2
月
5
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
子
ど
も
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
7
1
3
8
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火　災 救　急
建物 12 件 交通事故   74 件
林野   1 件 急病 399 件

その他 11 件 その他 154 件
26年の
累計  132 件 26年の

累計 4,276 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180－992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 11月の火災と救急

と
ち
ぎ
明
治
の
森
記
念
館

臨
時
案
内
員
募
集

▼
業
務
内
容　

国
重
要
文
化
財
・

旧
青
木
家
那
須
別
邸
の
日
常
管
理

業
務
お
よ
び
案
内
業
務

▼
勤
務
場
所　

と
ち
ぎ
明
治
の
森

記
念
館
（
道
の
駅
「
明
治
の
森
・

黒
磯
」
内
）

▼
対
象　

18
～
60
歳
の
人
（
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
人

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
～
９
月

30
日
（
更
新
あ
り
）

※
更
新
の
場
合
、
10
月
以
降
は
冬

期
期
間
と
な
り
、
雇
用
内
容
が
異

な
り
ま
す
。

▼
勤
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
45
分
（
休
憩
60
分
）

▼
勤
務
日　

休
館
日
を
除
く
週
５

日
（
土
・
日
曜
、
祝
日
勤
務
あ
り
）

▼
賃
金　

日
給
６
千
円
（
特
別
賃

金
、
通
勤
賃
金
、
有
給
休
暇
あ
り
）

▼
保
険　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険

加
入

▼
申
込
方
法　

写
真
を
添
付
し
た

市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
西

生
涯
学
習
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵

送
で
提
出

▼
申
込
期
限　

１
月
30
日
㈮

▼
選
考
方
法　

面
接
（
日
時
は
応

募
者
に
別
途
連
絡
し
ま
す
）

わ
が
子
の
将
来
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー

上
級
救
命
講
習
会

　
　
　
　

受
講
者
募
集

▼
と
き　

1
月
24
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午

▼
と
こ
ろ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ

ア
コ
ー
チ
内
１
０
３
研
修
室

▼
対
象　

県
北
地
域
（
那
須
塩
原

市
・
大
田
原
市
・
那
須
町
）
に
住
ん

で
い
て
15
～
39
歳
の
子
ど
も
の
こ

と
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
保
護
者

▼
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容

・
講
演
「
わ
が
子
の
将
来
を
考
え

る
」

・
若
者
支
援
制
度
の
紹
介

・
個
別
相
談
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

1
月
19
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
）

　

一
区
町
１
０
５
‐
89

　
　
　
　
　

☎
（
47
）
５
２
０
０

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
で
は
、
上

級
救
命
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
経
験
の

有
無
を
問
い
ま
せ
ん
。

　

救
命
技
能
を
修
得
し
た
い
人
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

１
月
25
日
㈰
午
前
9
時

～
午
後
6
時

▼
と
こ
ろ　

那
須
消
防
署
（
那
須

町
寺
子
乙
３
９
６
７
‐
94
）

▼
対
象　

市
民

※
中
学
生
以
上
で
旧
黒
磯
地
区
ま

た
は
那
須
町
在
住
か
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人
。

▼
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
講
習
内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
成

人
・
小
児
・
幼
児
・
新
生
児
）、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
大
出
血
時

の
止
血
法
、
副
子
固
定
や
熱
傷
の

手
当
て
、
傷
病
者
管
理
法
、
搬
送

法
な
ど

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
期
間　

１
月
13
日
㈫
～
20

日
㈫
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
１
１

　

板
室
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
69
）
０
１
１
９

○自衛官・防衛大学校学生募集
問い合わせ　自衛隊栃木地方協力本部大田原地域事務所　☎0287（22）2940

種目 申込期間 試験日 試験場所 応募資格
（年齢は、平成 27 年 4 月 1 日現在）

防衛大学校
（男女）

一般
（後期）

 1月21日㈬
 ～30日㈮

 1次…2月28日㈯
 2次…3月13日㈮

 防衛大学校
 （神奈川県横須賀市）

 高等学校卒業程度の学力を有する（見
 込みを含む）、21歳未満の人

予備自衛官補
（男女）

一般
 １月８日㈭
 ～3月２4日㈫

 ４月10日㈮～14
 日㈫（いずれか１
 日を指定します）

 宇都宮市  18歳以上34歳未満の人

技能  宇都宮市
 または東京都練馬区

 18歳以上53歳未満で国家免許資格を
 有する人（資格によっては55歳未満）

  

研
修
・
教
室
・
講
座

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

西
生
涯
学
習
課

　

〠
３
２
９
‐
２
７
９
２

　

あ
た
ご
町
２
‐
３

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
１
９

第
３
回
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
教
室

▼
と
き　

２
月
11
日
㈷
㈬
午
前
7

時
集
合

▼
集
合
場
所　

く
ろ
い
そ
運
動
場

東
側
駐
車
場

▼
と
こ
ろ　

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

▼
対
象　

小
学
校
３
年
生
以
上
の

市
民
、
市
内
勤
務
者

▼
定
員　

40
人
（
20
人
未
満
の
場

合
は
中
止
と
な
り
ま
す
）

▼
参
加
費

・
中
学
生
以
上　

２
５
０
０
円

・
小
学
生　
　
　

２
０
０
０
円

※
昼
食
代
、
レ
ン
タ
ル
代
、
リ
フ

ト
代
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

1
月
20
日
㈫
～
27

日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９
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介
護
予
防

　
　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〈
プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

▼
と
き　

4
月
7
日
～
7
月
17
日

の
毎
週
火
・
金
曜
（
全
28
回
）

▼
内
容　

体
力
測
定
、
水
中
運
動

な
ど

▼
定
員　

午
前
・
午
後
の
部
各
10

人〈
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

▼
と
き　

4
月
6
日
～
7
月
13
日

の
毎
週
月
・
木
曜
（
全
28
回
）

▼
内
容　

体
力
測
定
、
マ
シ
ン
運

動
な
ど

▼
定
員　

午
前
・
午
後
の
部
各
8

人〈
共
通
事
項
〉

▼
と
こ
ろ　

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

▼
実
施
時
間

○
午
前
の
部
…
9
時
30
分
～
11
時

  

催
し

第
10
回
さ
わ
や
か
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
と
き　

２
月
８
日
㈰
午
前
8
時

～
午
後
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

園
体
育
館

▼
対
象　

高
校
生
以
上
の
市
民
、

市
内
勤
務
・
通
学
者

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
添
え
て
、
F
A

X
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
間　

1
月
19
日
㈪
～
26

日
㈪

▼
そ
の
他

・
当
日
抽
選
に
て
チ
ー
ム
を
編
成

し
ま
す

・
大
会
当
日
は
お
弁
当
と
お
茶
を

用
意
し
ま
す

・
申
し
込
み
後
に
参
加
で
き
な
く

生
活
学
校
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
食
品
ロ
ス
は
、
今
」

　

毎
年
、
世
界
で
は
穀
物
の
生
産

量
の
３
分
の
１
に
あ
た
る
13
億

t
余
り
の
食
糧
が
廃
棄
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
年
間
約
１
８
０
０

万
t
も
の
食
品
が
廃
棄
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
内
、
食
べ
ら
れ
る
の

に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
食
品
（
食
品

ロ
ス
）
は
、
５
０
０
～
８
０
０
万

t
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
生
活
学
校
で
は
、
食
品

ロ
ス
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
結

果
報
告
を
兼
ね
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
３
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

実
態
調
査
結
果
報
告
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
生
活
学
校
（
大
内
）

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
１
１
９
５

　春野菜を使った彩り豊かなお弁当のおかずなど
を作ります。
◆とき・ところ
① 2月1日㈰・稲村公民館
② 2月8日㈰・東那須野公民館
③ 2月15日㈰・西那須野公民館
※いずれも時間は午前10時～午後0時30分。
◆定員　各回15人
※定員になり次第締め切り。
◆参加費　各回2500円（材料費）
◆講師　荻原正明氏（塩原温泉割烹旅館「湯の花荘」
料理長）
◆申込開始日　1月20日㈫～

　子どもの頃を思い出して、半田ごてを手にして、
自分でラジオを作ってみませんか。真空管とトラ
ンジスタの違いなどの解説も予定しています。
◆とき　2月2日㈪、9日㈪、16日㈪、23日㈪
※いずれも時間は午後6時30分～8時30分。
※計4回の教室でラジオを作ります。
◆ところ　いきいきふれあいセンター創作室
◆製作品　3石レフレックスラジオ
◆定員　20人
※定員になり次第締め切り。
◆参加費　3千円（材料費）
※半田ごてを持っている人は持参してください。
◆申込期限　1月23日㈮

〈共通事項〉
◆対象　市民
◆申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を添えて、西生涯学習課にメール、FAX または電話で申し込み
◆申し込み・問い合わせ
　西生涯学習課　☎（37）5364　FAX（37）5479　　shougai@city.nasushiobara.lg.jp

市
民
大
学
講
座

春野菜を使った彩り料理教室 大人の科学工作教室

○
午
後
の
部
…
2
時
30
分
～
4
時

▼
対
象　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険

認
定
を
受
け
て
い
な
い
市
民

▼
参
加
費　

１
回
３
０
０
円

▼
申
込
期
限　

2
月
27
日
㈮

▼
そ
の
他　

送
迎
は
希
望
者
の
み

行
い
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
73
）
２
２
１
０

な
っ
た
場
合
は
早
め
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会（
小
澤
）

　
　
　

☎
・
FAX
（
65
）
２
０
５
９

那須塩原市
シニアセンター

日新中

看板あり

コンビニ

スーパー

スーパー

豊浦小

黒磯駅

宇都宮方面
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市
文
化
協
会
黒
磯
支
部

　
　
　
　

新
春
囲
碁
大
会

第
60
回

　
　

関
東
北
か
る
た
大
会

水
族
館

　

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

新
春
駒
落
将
棋
名
人
戦

平
成
26
年
度
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

大
会

▼
と
き　

１
月
18
日
㈰
午
前
9
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
ク
ラ
ス　

級
位
の
部
、
段
位
の

部▼
参
加
費　

千
円（
昼
食
代
含
む
）

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
１
９

　

黒
磯
い
ぶ
き
会
と
共
催
で
、
小

倉
百
人
一
首
を
用
い
た
本
格
的
な

競
技
か
る
た
大
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
県
内
は
も
と
よ
り

県
外
か
ら
も
多
数
集
い
ま
す
。
名

人
の
早
業
は
必
見
で
す
。

▼
と
き　

2
月
1
日
㈰
午
前
10
時

～▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
武

道
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
１
５

　

海
の
不
思
議
な
生
き
物
が
い
っ

ぱ
い
。
そ
ん
な
水
族
館
の
裏
側
を

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

2
月
28
日
㈯
～
3
月
1

日
㈰
（
1
泊
2
日
）

▼
と
こ
ろ　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の

家▼
内
容

○
全
体
活
動

・
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
大
洗
水
族
館

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

・
水
族
館
自
由
見
学

・
講
話「
海
の
生
き
物
に
つ
い
て
」

・
サ
メ
の
歯
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

○
選
択
活
動

・
忍
者
修
行
遊
び

・
塩
づ
く
り
＆
つ
ぼ
焼
き
い
も

・
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
グ
ラ
ス
作
り

・
プ
ー
ル
活
動

▼
定
員　

県
全
体
で
約
１
５
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
参
加
費　

・
大
人　
　
　
　
　

６
４
０
０
円

・
高
校
生　
　
　
　

５
０
０
０
円

・
中
学
生　
　
　
　

３
５
０
０
円

・
小
学
生　
　
　
　

３
３
０
０
円

・
３
歳
以
上
学
齢
前
２
０
０
０
円

・
３
歳
未
満　
　
　

３
０
０
円

▼
申
込
方
法　

代
表
者
の
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
者
全
員
の
氏
名
、性
別
、

▼
と
き　

1
月
25
日
㈰
午
前
9
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
民
、
市
内
勤
務
者

▼
競
技
方
法　

駒
落
戦

※
子
ど
も
の
部
あ
り
。

▼
参
加
費　

・
高
校
生
以
下　

５
０
０
円

・
大
人　
　
　
　

１
５
０
０
円

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

1
月
22
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
１
５

▼
と
き　

２
月
８
日
㈰
午
後
1
時

～
4
時

▼
と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

園
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象　

小
学
生
以
上
の
市
民
、

市
内
勤
務
・
通
学
者

▼
内
容　

○
前
半
の
部
（
個
人
戦
）
…
チ
ャ

レ
ン
ジ
記
録
会

○
後
半
の
部
（
団
体
戦
）
…
ド
ッ

ヂ
ビ
ー
大
会

▼
参
加
費

○
個
人
で
申
し
込
む
場
合
…
1
人

２
０
０
円

○
団
体
で
申
し
込
む
場
合
…
１

チ
ー
ム
１
２
０
０
円（
7
～
10
人
）

▼
定
員

○
個
人
戦
…
60
人

○
団
体
戦
…
６
チ
ー
ム
（
7
～
10

人
で
１
チ
ー
ム
）

▼
申
込
期
間　

1
月
20
日
㈫
～
2

月
3
日
㈫

▼
そ
の
他

・
使
用
用
具
は
事
務
局
で
準
備
し

ま
す

・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
と
飲
み
物
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

事
務
局
（
河
内
）

　
　
　

☎
・
FAX
（
36
）
６
１
３
１

年
齢（
学
年
）を
添
え
て
、は
が
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

2
月
2
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

〠
３
１
１
‐
１
４
１
２

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６
‐

　

２

　

☎
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
４

　

FAX
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
８

税
理
士
会
が
行
う
還
付
申

告
無
料
税
務
相
談

▼
と
き　

2
月
4
日
㈬
午
前
9
時

30
分
～
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ　

関
東
信
越
税
理
士
会

大
田
原
支
部
会
員
の
各
事
務
所

▼
対
象　

所
得
金
額
３
０
０
万
円

以
下
の
給
与
所
得
者
お
よ
び
年
金

受
給
者
で
、
小
額
の
還
付
申
告
を

す
る
人

▼
申
込
期
限　

2
月
3
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

税
理
士
会
大
田
原
支
部（
蜂
巣
）

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
３
３
５
５

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
よ
る
無
料
相
談

会

　
「
保
険
を
見
直
し
た
い
」「
老
後

の
生
活
資
金
が
心
配
」
な
ど
、
お

金
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

▼
と
き　

2
月
15
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
3
時

※
当
日
は
、
消
費
生
活
と
環
境
展

の
会
場
で
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

12
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
込
期
間　

１
月
19
日
㈪
～
2

月
9
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

日
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

　

ン
ナ
ー
ズ
協
会
栃
木
支
部

☎
０
２
８
（
６
１
０
）
１
１
０
５



 ●広報なすしおばらNo241(平成27年1月5日） ●発行／那須塩原市●編集／企画部秘書課☎0287(62)7109 
●〒325‐8501 那須塩原市共墾社108‐2●HP http : //www.city.nasushiobara.lg.jp/

橋
はしもと

本勝
か つ こ

子さん
　　　～プロフィール～
旧黒磯市で昭和 54年に設立され
た市統計調査推進協議会に昭和
61 年に加入。以後、各種統計調
査の調査員・指導員として活動
し、調査経験回数は 77回を数え
る。長年の功績がたたえられ平成
16年に国から表彰。さらに、県・
市からの功労者表彰も受賞。平成
23 年から同協議会の会長を務め
ている。

№9

　

統
計
は
「
揺
れ
る
社
会
の
揺
る
が
ぬ
指

標
」
と
言
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
各

種
の
統
計
が
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

協
議
会
の
会
員
は
、
こ
れ
ら
各
種
統
計
調

査
の
調
査
員
と
し
て
、
第
一
線
で
調
査
票

の
配
布
・
回
収
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
61
年
に
元
職
場
の
先
輩
の

誘
い
で
入
会
し
、
統
計
調
査
を
始
め
ま
し

た
。
当
時
は
特
に
あ
い
さ
つ
と
約
束
を
守

る
こ
と
を
心
掛
け
、
回
収
し
た
調
査
票
を

丁
寧
に
確
認
し
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、
調
査
に
当
た
り
、「
責

任
感
」
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
対
象
者
と
の

「
信
頼
関
係
」
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た

め
に
は
、
約
束
し
た
時
間
や
守
秘
義
務
を

守
る
こ
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る

こ
と
が
必
要
で
、
こ
う
い
っ
た
統
計
調
査

員
と
し
て
の
初
心
を
忘
れ
ず
、
継
続
し
て

い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
統
計
調
査
を
通

し
、
気
さ
く
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る

こ
と
も
あ
り
、「
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
っ

た
の
か
な
」
と
思
う
瞬
間
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
調
査
完
了
後
の
達
成
感
は
言
葉

に
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
わ
が
国
最
大
規
模
の
統
計
調
査

「
国
勢
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
約
５
０
０
人
の
調
査
員
が
必
要
に
な

る
統
計
調
査
で
す
。
統
計
に
興
味
を
お
持

ち
の
人
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
本
市
民
協
働
推
進
課

　
☎
0
2
8
7（
62
）７
１
０
５

　

統
計
調
査
は
5
年
に
1
度
行
わ
れ
る
「
国
勢
調
査
」
や
毎
月
行
わ
れ
る
「
労
働
力
調
査
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
統
計
調
査
推
進
協
議
会
の
会
員
67
人
は
、
こ
れ
ら
各
種
統
計
調
査
の

調
査
員
・
指
導
員
と
し
て
活
動
す
る
ほ
か
、
統
計
思
想
の
普
及
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
同
協
議
会
で
会
長
を
務
め
る
橋
本
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人 ～輝き続ける元気な人たち～

↑調査票を受け取るときは、感謝の気持ちでいっぱいです

↑福島県会津若松市の統計調査員との意
見交換会。調査員同士で課題などを議論
し、お互いの資質向上を図っています

↑統計調査員は、「わがまち」のことをよ
く知っておくことも重要です（妙雲寺で
の市内研修の様子）

　皆さんの協力によりできた統計を新聞などで見ると
　　　　　　「私たちの活動が生きていること」を実感できます


